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 一 

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て 

 

 

元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
で
は
、
石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
全
て
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

発
災
か
ら
二
箇
月
弱
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
な
お
、
自
衛
隊
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
な
ど
に
よ
る
懸
命
な
復
旧
活
動
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
被
災
者
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
市
役
所
や
公
民
館
な

ど
市
内
二
十
三
箇
所
へ
義
援
金
箱
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
内
に
被
災
者
受
入
支
援
総

合
相
談
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
被
災
地
か
ら
の
緊
急
消
防
援
助
隊
や
給
水
車
の
出
動
要
請
等
に
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
八
日
間
、
家
屋
の
被

害
調
査
や
罹
災
証
明
書
の
交
付
等
の
支
援
の
た
め
、
石
川
県
輪
島
市
に
職
員
二
人
を
派
遣
い
た

し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
山
口
県
、
山
口
県
市
長
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
職
員
派
遣
や
支
援
物
資
の
提
供

な
ど
、
要
請
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
に
お
い
て
広
域
防
災
広
場
整
備

に
加
え
、
公
共
施
設
等
の
緊
急
改
修
な
ど
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

二 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 

 
 

一
月
二
十
七
日
に
、
山
口
県
で
は
十
年
ぶ
り
、
本
市
で
は
初
と
な
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。 

山
口
県
に
お
い
て
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
陽
性
が
疑
わ
れ
た
一
月
二
十
六
日
に
、
一
回
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目
と
な
る
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
翌
二
十
七
日
に

は
、
陽
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
発
生
農
場
に
お
け
る
消
毒
や
鶏
の
殺
処
分
、
制
限
区
域

の
設
定
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
な
ど
の
防
疫
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
市
で
は
、
直
ち
に
私
と
副
市
長
、
関
係
部
長
等
か
ら
な
る
庁
内
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
市

内
の
鳥
飼
養
農
家
に
対
し
予
防
対
策
等
の
徹
底
を
促
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
二
十
七
日
に
は
、
市
内
全
て
の
鳥
飼
養
農
家
や
飼
養
施
設
に
対

し
、
消
毒
に
使
用
す
る
消
石
灰
の
配
付
や
散
布
指
導
を
職
員
が
直
接
行
う
な
ど
、
感
染
拡
大
の

防
止
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
二
月
十
八
日
午
前
零
時
に
、
山
口
県
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
制
限
区
域
が
全
て
解
除

さ
れ
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

山
口
県
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
迅
速
な
対
応
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
意
喚
起
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  
 


